
１　施設の概要

 ２　管理経費 ― 市直営指定管理 （単位：千円）

 ３　利用状況 ― 市直営指定管理
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規模・構造等

平成13年10月1日

・敷地面積：851.96㎡
・述べ面積：300.6㎡
・構造：木造二階建、複合セラミック瓦葺
・室名：ふれあい交流室１・２、教育研修室１・２・３、教養娯楽室

指定管理
備考

H17年度 H28年度

業務内容 生きがい活動支援通所事業、高齢者交流事業、一般使用の事業に関する業務、センターの施設管理等

設置目的
高齢者の社会的孤立感の解消及び自立生活の助長を図るとともに、その健全な生活を推進
し、あわせて市民の福祉の増進と生活文化の向上に寄与することを目的とする。

生きがい活動支援通所事業：おおむね60歳以上の一人暮らしや高齢者のみの世帯等、家に閉じこもりがちな虚弱者
高齢者交流事業：おおむね60歳以上の市民
一般使用：市民

担当部局

設置根拠 三条市地域いきいきセンター条例

32-8610

利用対象者

選定方法  □ 公募     ■ 非公募　　 料金制度  □ 使用料　　■ 利用料金    □ その他

田島いきいきセンター

福祉保健部高齢介護課

設置年月日

指定管理者管理運営状況シート

指定管理者名 田島二丁目区自治会 指定期間 平成28年４月１日から令和３年３月31日まで

所在地

電話番号

三条市田島２丁目22番16－３号施設名

備考
指定管理
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評価対象数値

市直営

導入前支出額×４年 24,324

別紙１



 ４　利用者ニーズの把握（４年間実績）

％
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 ５　サービス向上への取組（主なもの）

 ６　事故及び修繕の状況（主なもの）
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ボランティアによる講演会（語りの会）は、普段の
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　以前は、利用者が製作した作品を展示する機会

ボランティアによる講演会（５月、10月）
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R１／12

□ 発生

■ 不発生

□ 発生

■ 不発生

■ 適正

□ 概ね適正

□ 改善が必要

内容・対応等

漏電改修工事一式（59,400円）

空調機不具合点検（6,600円）



 ７　管理運営の状況

Ｎｏ．

■ 適正である（５）

□ 水準を上回っている（５）

□ 良好である（５）

□ 良好である（５）

■ 水準を上回っている（５）

□ 良好である（５）

■ 良好である（５）

□ 良好である（５）

□ 適正である（５）

■ 適正である（５）

■ 適正である（５）

55 点中 点

利用者の高齢化に伴い、負担がないよう留意しながら、認知症
予防の簡単なゲームを取り入れたり、ボランティアによる講演会
（語りの会）を開催するなど、利用者が楽しめる内容になるよう工
夫している。

■ 概ね良好である（３）

□ 改善が必要（１）

職員配置等 □ 概ね適正である（３）

□ 改善が必要（１）

評価についての説明

5

3

評価

維持管理業務
の実施状況

③

④

⑤

⑦

⑥

①

②

収支の状況

□ 改善が必要（１）

□ 改善が必要（１）

□ 改善が必要（１）

■ 水準どおりである（３）

■ 概ね良好である（３）

■ 概ね良好である（３）

□ 水準を下回っている（１）

□ 概ね適正である（３）

□ 概ね良好である（３）

自主事業の実
施状況

□ 水準どおりである（３）

⑧

仕様書等で示す内容の業務が適正に行われている。

今年度は定期に利用していたサークル等の増設があり、利用者
数が増えた。新型コロナウイルス感染予防で閉館した時期もあっ
たが、結果としては昨年度よりも増収となった。

今年度は生きがい活動支援通所事業の新規登録者が伸び悩ん
だうえに利用者の高齢化による退会が多く減収となったが、施設
の新規利用者が増え、総利用数としては昨年度より増加した。

生きがい活動支援通所事業は、利用者の多くが自主的・積極的
に趣味活動を通して仲間づくりに取り組んでおり、援助員はその
ための環境整備や準備を日々行っている。また、利用者によって
は趣味活動の他に談話によるコミュニケーションを重視し傾聴、
話題の提供を行うなど、個々の状態に合った対応をしている。

3

3

5

施設の利用状
況

3

■ 概ね適正である（３）

■ 概ね良好である（３）

事故の対応

利用者対応及
びニーズの把
握・対応

事業の実施状
況

サービス向上
への取組

⑨

項目 配点

3

援助員２人を配置しており、仕様書等で示す業務を遂行できる職
員配置がされている。また、事業の実施において、援助員と地域
や利用者との信頼関係について十分に構築されている。

□ 改善が必要（１）

□ 水準を下回っている（１）

5

3

□ 改善が必要（１）

⑩

随時、利用者からニーズを聞き取り、負担や不安のないよう留意
しながら、個々の状態に合わせて事業を実施している。自主的に
趣味活動を楽しんでいる利用者が多いが、職員が関わることで
会話の機会を増やすように努めている。

具体的な目標設定はないものの、利用者の状態に留意し、安全
確保を図りながら、各自の自主性を尊重したサービス提供に努
めている。また、利用者の希望を取り入れ援助サービスの質の
向上に努める姿勢が見られる。

利用申請書等の利用者の情報は、施錠できる書棚に常時保管
されており、休館日等は施錠されている。

施設全体においての安全管理・衛生管理を重点的に行ってお
り、年２回避難訓練を行うなど、事故防止が徹底されている。

□ 改善が必要（１）

5

□ 改善が必要（１）

個人情報の保
護及び情報公
開への対応

機器の点検等を日々行い、修繕箇所を迅速に発見できるよう対
応している。

総合評価 43 総合評価 A最高配点

⑪ 修繕の対応 5□ 概ね適正である（３）


